
◎
漁
業
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律

（
平
成
二
一
年
五
月
一
日
法
律
第
三
五
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
一
年
三
月
二
四
日
・
衆
議
院
農
林
水
産
委

員
会

）

○
石
破
国
務
大
臣

漁
業
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ

き
ま
し
て
、
そ
の
提
案
の
理
由
及
び
主
要
な
内
容
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま

す
。漁

業
災
害
補
償
制
度
は
、
昭
和
三
十
九
年
の
創
設
以
来
、
漁
業
再
生
産

の
確
保
と
漁
業
経
営
の
安
定
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。し

か
し
な
が
ら
、
近
年
の
我
が
国
水
産
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
の

中
で
、
漁
業
経
営
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も

本
制
度
が
漁
業
経
営
の
安
定
に
資
す
る
役
割
を
着
実
に
果
た
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
漁
業
者
の
ニ
ー
ズ
や
漁
業
実
態
に
即
し
、
本
制
度
の

健
全
か
つ
円
滑
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
こ

と
と
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
こ
の
法
律
案
の
主
要
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
、
御
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

第
一
に
、
漁
業
共
済
事
業
の
見
直
し
で
あ
り
ま
す
。

現
行
の
養
殖
共
済
は
、
す
べ
て
の
災
害
を
共
済
事
故
と
す
る
こ
と
を
原

則
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
共
済
契
約
者
の
任
意
の
選
択
に
よ
り
、
病
害
を

共
済
事
故
か
ら
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で

養
殖
共
済
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
生
産
額
の
小
さ
い
魚
種
に
つ
い
て
、

病
害
を
共
済
事
故
か
ら
除
外
す
る
こ
と
で
、
養
殖
共
済
の
対
象
と
す
る
こ

と
を
可
能
に
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
養
殖
共
済
の
共

済
責
任
期
間
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
が
設
定
す
る
水
域
ご
と
に
単
一

と
す
る
義
務
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
漁
業
施
設
共
済
に
つ
い
て
、
特
約

が
設
定
で
き
る
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
漁
業
共
済
組
合
に
係
る
制
度
の
見
直
し
で
あ
り
ま
す
。

漁
業
共
済
組
合
の
広
域
合
併
が
進
ん
で
い
る
現
状
に
か
ん
が
み
、
漁
業

共
済
組
合
に
、
総
会
に
か
わ
る
べ
き
総
代
会
の
制
度
を
導
入
す
る
ほ
か
、

漁
業
共
済
組
合
の
地
区
を
一
ま
た
は
二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
と
し
、

現
在
、
二
以
上
の
区
域
と
す
る
場
合
に
必
要
と
し
て
い
る
承
認
制
を
廃
止

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
こ
の
法
律
案
の
提
案
の
理
由
及
び
主
要
な
内
容
で
あ
り
ま

す
。何

と
ぞ
、
慎
重
に
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
可
決
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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二
、
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
長
報
告（
平
成
二
一
年
四
月
三
日
）

○
遠
藤
利
明
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
農
林
水
産
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

本
案
は
、
漁
業
災
害
補
償
制
度
の
健
全
か
つ
円
滑
な
運
営
を
図
る
た

め
、
漁
業
共
済
組
合
に
総
代
会
の
制
度
を
設
け
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
と

と
も
に
、
疾
病
に
よ
る
死
亡
を
共
済
事
故
と
し
な
い
養
殖
水
産
動
植
物
を

共
済
目
的
と
す
る
養
殖
共
済
を
実
施
で
き
る
こ
と
と
す
る
ほ
か
、
漁
業
施

設
共
済
に
つ
い
て
共
済
金
の
支
払
い
に
関
す
る
特
約
を
設
け
る
等
の
措
置

を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
三
月
二
十
四
日
石
破
農
林
水
産
大
臣
か
ら

提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
、
四
月
二
日
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
終

局
後
、
採
決
の
結
果
、
本
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
議
決
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
一
年
四
月
二
日
）

漁
業
災
害
補
償
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
漁
業
経
営
の
安
定
を
図
る
上
で
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
中
、
漁
獲
量
の
減
少
と
魚
価
の

低
迷
の
結
果
、
漁
業
生
産
額
は
構
造
的
に
減
少
傾
向
を
示
す
一
方
で
、
共

済
制
度
の
事
業
収
支
が
悪
化
し
、
平
成
十
九
年
度
に
は
三
百
二
十
七
億
円

の
累
積
赤
字
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
制
度
運
営
の
健
全
性
や
安
定
性
が
懸

念
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
は
、
漁
業
経
営
の
安
定
の
た
め
本
制
度
が
本
来
果
た
す

べ
き
役
割
が
十
全
に
発
揮
し
得
る
よ
う
、
本
法
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、

財
政
基
盤
の
強
化
と
漁
業
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
共
済
制
度
の
実
現
に
向

け
、
引
き
続
き
共
済
制
度
の
在
り
方
を
検
討
し
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る

べ
き
で
あ
る
。

右
決
議
す
る
。

三
、
参
議
院
農
林
水
産
委
員
長
報
告（
平
成
二
一
年
四
月
二
四
日
）

○
平
野
達
男
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
今
後
と
も
漁
業
災
害
補
償
制
度
が
漁
業
経
営
の
安
定
に

資
す
る
役
割
を
着
実
に
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
漁
業
者
の

ニ
ー
ズ
や
漁
業
実
態
に
即
し
、
漁
業
災
害
補
償
制
度
の
健
全
か
つ
円
滑
な

運
営
を
確
保
す
る
た
め
、
養
殖
共
済
の
共
済
事
故
か
ら
病
害
を
除
外
す
る

こ
と
や
漁
業
共
済
組
合
に
総
代
会
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
等
、
漁
業
共
済

事
業
及
び
漁
業
共
済
組
合
制
度
の
見
直
し
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

漁
業
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

一
一
七



委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
我
が
国
漁
業
の
現
状
と
漁
業
経
営
安
定
対

策
の
必
要
性
、
漁
業
共
済
事
業
の
収
支
改
善
策
、
養
殖
共
済
及
び
漁
業
施

設
共
済
の
見
直
し
と
加
入
促
進
策
、
漁
業
共
済
組
合
の
広
域
合
併
の
在
り

方
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ

て
御
承
知
を
願
い
ま
す
。

質
疑
を
終
局
し
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
て
附
帯
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
一
年
四
月
二
三
日
）

漁
業
災
害
補
償
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
漁
業
経
営
の
安
定
を
図
る
上
で
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
中
、
漁
獲
量
の
減
少
と
魚
価
の

低
迷
の
結
果
、
漁
業
生
産
額
は
構
造
的
に
減
少
傾
向
を
示
す
一
方
で
、
共

済
制
度
の
事
業
収
支
が
悪
化
し
、
平
成
十
九
年
度
に
は
三
百
二
十
七
億
円

の
累
積
赤
字
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
制
度
運
営
の
健
全
性
や
安
定
性
が
懸

念
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
は
、
漁
業
経
営
の
安
定
の
た
め
本
制
度
が
本
来
果
た
す

べ
き
役
割
が
十
全
に
発
揮
し
得
る
よ
う
、
本
法
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、

財
政
基
盤
の
強
化
と
漁
業
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
共
済
制
度
の
実
現
に
向

け
、
引
き
続
き
共
済
制
度
の
在
り
方
を
検
討
し
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る

と
と
も
に
、
漁
業
共
済
及
び
漁
業
経
営
安
定
対
策
事
業
へ
の
加
入
促
進
並

び
に
漁
業
共
済
組
合
の
広
域
合
併
に
対
す
る
適
切
な
指
導
に
努
め
る
べ
き

で
あ
る
。

右
決
議
す
る
。

漁
業
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

一
一
八


